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終了（予定）年度 年度

後期実施計画
の位置付け

施策 6 良好な居住環境の形成 無

令和元年度　事務事業総点検シート（１）

[ 平成３０年度事務事業 ]
公営企業会計 事務事業分類 D　建設・整備事業

事務事業名 里道・私道の汚水整備 シート番号 60-26

基礎点検

担当部署名 上下水道 下水道 下水道建設 評価責任者（課長名） 浦崎

基
本
情
報

1
堺市マスタープランの政策体
系に基づく事業の位置付け

政策 2 誰もが幸せで、暮らしの質の高いまちを実現します

事業開始年度 昭和 45 年度

3 根拠法令等
（法令、条例、規則、要綱等）

堺市私道排水設備工事補助金交付規程、堺市私道公共下水道布設工事施行要綱、下水道法、下水道条例

4 関連計画 堺市上下水道ビジョン、単年度実施計画

市外郭団体

地域団体・市民 民間企業・ＮＰＯ その他

7
事業の対象
（誰を、何を対象としている
のか）

市民をはじめとしたお客様

5 事業実施の経緯

里道・私道の整備については、昭和４５年度より私道排水設備工事補助金制度を開始し、平成元年度より私道公
共下水道布設制度を開始し、整備に取り組んでいる。公道部分の汚水整備については、平成２６年度までに概ね
完成したが、里道・私道については継続して事業を実施する。

6
事業の実施主体
（誰が実施しているの
か。）

本庁 各区 出先機関

事業の目的
（どのような状況にしたい
のか）

日常生活や社会経済活動から発生する汚水が適切に排除・処理され、快適な暮らしを確保するため。

9

事業内容
（スケジュール、実施方
法・手段、事業ボリューム
など）

里道、私道の未布設路線において、地元から下水管布設要望が有った場合、迅速に処理する事で、私道公共下
水道布設制度による布設決定及び私道排水設備工事補助金制度による普及促進を行う。
実施内容：９１０ｍ

直接実施 指定管理 委託 補助金 負担金 その他

直接実施以外の主な支出先 補助金制度代表者（一般市民）

事
業
コ
ス
ト

11

項　　　目 単位 H28年度決算

事
業
概
要

H29年度決算 H30年度決算 R1年度予算

事業費  (a) 千円 453,651 234,729 87,500 268,391

一般財源 千円 49,568 38,223 10,350 87,000

8

主
な
事
業
費
内
訳

私道下水管布設調査啓発業務 千円 0 0

私道排水設備工事補助金 千円 34,401 23,814 3,875 84,000

0 3,000

里道・私道汚水整備 千円 348,304 164,454 56,797 110,000

設計、移設補償費、舗装工事等 千円

財
源
内
訳

国・府支出金 千円 0 4,355 0 0

受益者負担金(使用料、手数料等）　 千円 27,802 10,380 8,675 3,391

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 千円

市債 千円 376,281 181,771 68,475 178,000

総コスト(ｃ)=(a)+(ｂ) 千円 470,581 244,109 92,770 276,851

人件費  （ｂ） 千円 16,930 9,380 5,270 8,460


